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Everybody has talent, but ability takes hard work.- Michael Jordan

羅 針 盤

大学推薦入試、いよいよ本格化！

さて、中間考査を終え、いよいよ３年生の大学進学組は大きな山場を迎えてき
ましたね。志望動機も固まりこれから本格的な試験対策を行っていきます。人に
よっては不安を感じたり、逆に準備が整ってきたことで妙に緊張感がなくなってし
まっている人もいるかもしれません。
わかっていることとは思いますが、推薦入試、特に公募制推薦を受験する人は
「あくまで推薦入試は受験における＋１チャンスにすぎない」ということを忘れな
いでください。
現行の大学入試制度は今年度で終わり、次年度より新入試が始まりますが、ど
の時代も原則、大学入試は学力をはかる試験です。すなわち、大学に進学した
い生徒にとって最も大切なのはしっかりと勉強すること。このことをはき違えてい
ると、推薦入試へ臨むスタンスもよいものではなくなってしまう可能性が高いです。
本当にやるべき準備をする、すなわち確かな学力を身に付けてこそ面接や小
論文でも自信をもって臨めるし、万が一推薦入試がうまくいかなくとも一般試験
での合格ができる、という余裕が生まれ前向きに努力することができるのではな
いでしょうか？
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画像は 満田拓也 「MAJOR」よりとはいえ…
推薦も貴重なチャンス。勉強が最も大切ですが、しっかりと準備をしたいところ。推薦入試で大切なポイントを確認し
ておきましょう！

推薦入試ポイント その１ 「アドミッションポリシーを徹底的に理解する」

推薦やＡＯ入試はいわば、「大学とのマッチング入試」です。大学側が欲しい人物であると判断された場合、合格を
得ることができます。ただ、大学側がどんな人物を求めているのかがわからないと、受験生は困りますよね？そこで大
学側が発表しているのが「アドミッションポリシー」です。これとマッチさせることが推薦入試最大のカギと言えます。な
ので、まずはこれを受験生がしっかりと理解して試験に臨むことが大切です。

１．〈福島大学の教育目
標〉を理解していること

２．地域や社会の発展に
貢献する志をもつこと

３．そのために，①選択した領域の
専門知識，②問題を発見し探究す
る力，③広い教養と知的関心，④
グローバ ルな視野，⑤主体的に
多様な人々と協働する力，を自ら
向上させようとする意欲があること

４．福島大学での学士課程教
育を受けるにふさわしい基礎
的学力，思考力・表現力・コ
ミュニケーション能力， 現実の
問題や学問への能動的姿勢
を持っていること

１．〈福島大学の教育目
標〉はしっかりと熟読し、
覚えておく。

２．地域や社会の発展を志
す人間が欲しい人が受験
すべき。そして、面接や志
望理由ではそのことをきち
んと述べねばならない。

３．地域や社会の諸問題への
アンテナを張る。高校生活で
協働した経験を積んだうえで、
きちんと面接や志望動機に反
映させる努力をする。

４．まずはしっかり学習を！そ
のうえで自分の進みたい分野
への関心をもち、ニュースや本
で知識を得て自分なりの考え
をまとめておく。

（例）福島大学のアドミッションポリシー

アドミッションポリシーに応じた受験生の行動



結局どれを
受ければいいの？

基本的には何を受験してもいいですが、価格や受験慣れという点においてはベネッ
セのＧＴＥＣを２回受験するのが良いかもしれません。英語科の先生、担任の先生
にも相談してみましょう。ただし、もし１回目の英検１dayS-CBTを受験する場合、
今月事前予約が必要になるので早めに申し出てください。

※1回目の予約は今月です！相談はお早めに…

◇共通ＩＤ発行申込みについて

2学年生徒については、大学受験志望者以外の生徒も含めて全員、学校を通してＩＤを発行します。万一進路変
更が発生した場合なども想定してのことなので、よろしくお願いします。（登録はもちろん無料です。）
登録時期は令和元年１１月１日（金）～１１月１４日（木）となります。
３学年生徒については、もし卒業後に必要になった場合は個人での登録をお願いします。

何となくわかっ
たけど、
いまいちピンと
こない…

保護者向け説明会を行います！
対象：２学年保護者
日時：９月１９日（木）修学旅行説明会終了後

ぜひご参加ください。

推薦入試ポイント その２
「自分のストロングポイントで勝負する」

推薦入試では自分のストロングポイント、すなわち長所で勝負すること
が大切です。志望動機や面接においても自分の得意分野や高校で力
を入れてきたことが話題の中心になるように意識して進めましょう。もち
ろん、本番であわてないためにも、突っ込まれたくない話題に関する質
問についてもどう切り返すか考えておくことも大切です。

画像は 井上雄彦 「スラムダンク」より

推薦入試ポイント その３
「情報をできるだけ多く得る」

これは一般試験にも通じるところですが、大学によって何を重視するのかさまざまな推薦入試においては特に情報が重
要になってきます。公開されているものもあれば、そうでないものもあるので自分でもきちんと情報を集め、何を重要視さ
れるのかを知っておくことが重要です。

いかがでしょうか？推薦入試まで時間はそうたくさんはありませんが、きちんとポイントを絞って最後まで頑張りましょう！

１・２年生へ…君たちも「明日は我が身」ですよ！

さ大人になるて、中間考査を終え、いよいよ３年生の大学進学組は大きな山場を迎えてきましたね。志望動機も固まり
これから本格的な試験対策を行っていきます。人によっては不安を感じたり、逆に準備が整ってきたことで妙に緊張感
がなくなってしまっている人もいるかもしれません。
わかっていることとは思いますが、推薦入試、特に公募制推薦を受験する人は「あくまで推薦入試は受験における＋
１チャンスにすぎない」ということを忘れないでください。
現行の大学入試制度は今年度で終わり、次年度より新入試が始まりますが、どの時代も原則、大学入試は学力をは
かる試験です。すなわち、大学に進学したい生徒にとって最も大切なのはしっかりと勉強すること。このことをはき違えて
いると、推薦入試へ臨むスタンスもよいものではなくなってしまう可能性が高いです。
本当にやるべき準備をする、すなわち確かな学力を身に付けてこそ面接や小論文でも自信をもって臨めるし、万が一
推薦入試がうまくいかなくとも一般試験での合格ができる、という余裕が生まれ前向きに努力することができるのではな
いでしょうか？


